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　『溯航』は、今号で第 37 号となり、1978 年７月の『文研考古連絡誌』から数えて、創刊 40 周年を
迎えました。この伝統を受け継いできた先輩方の「熱意と献身」に感謝すると共に、今後も「院生諸
君の内的な力」が継続していくことを願います。
　さて、電子化および新装丁記念号となりました前号では、近藤先生の名巻頭言「ぬるま湯の中」を
お借りし、エモい * 編集後記を書かせていただきました。そして、最後の編集委員長を務めます今号
につきましても、有終の美を飾るべく、さらなる力作を書き上げようと意気込んで参りました。
　しかし、委員長の不手際により、編集後記を書いている今この瞬間も、〆切は刻一刻と近づいて来
ております。したがって、ここは気を鎮め、簡潔にまとめさせていただきます。
* 感情が高まって強く訴えかける心の動き（Wikipedia より）
　今号には、前号にも増して、時代も地域も研究手法も様々で、とても早稲田考古らしい９本の力作
を頂戴いたしました。そのボリュームは総 150 頁を数え、近年稀にみる、珠玉の一冊となりました。
中には、若き力が溢れ出るあまり、規定頁数を優に超えてくる大作を書きあげた猛者もおられます。
それを編集する委員の苦労はさておき、その大いなる「熱意」に敬意を表します。執筆者の大学院生
の皆さまにおかれましては、今回の執筆経験を糧に、これからもそれぞれの舞台でご活躍されること
と期待しております。
　なお、巻頭言と活動報告につきましては、「熱意」と “紙数の都合” により割愛させていただきます。
　委員長の不手際を直前の白紙でお察しください。
P.	S.	編集補助の K 原君、ご苦労様です。
	 貴方と過ごしたパルコ横ルノアールのひとときを、私はきっと忘れない。
P.	S.	院生談話会の皆さま、長い間お世話になりました。
	 今後も皆様の「熱意と献身」をもって、この雑誌が維持されていくことを期待しております。
（編集：渡邊　玲、編集補助：桐原弘亘、有村元春）
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